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慰 霊
悲惨さを継承しようとする人たちは、戦後
61年の今をどうみているのだろうか。

(ケ藤拓、伊東聖)

司
令
官
の
遺
族

思
い
様
々

沖縄戦 61回 目
激しい地 と戦を体験した沖縄.犠 雅者を

悼む「感霊の 口Jを23Hに 迎えた,沖 縄戦で

司令官を務めた軍人の遺族たちは、戦争の

遠
く
邪
覇
市
街
を
望
む
海

軍
壕
公
園
。

沖
縄
戦
で
海
軍

の
拠
点
と
な
い
、　

一
市
で
約

ど
千
人
が
死
亡
し
た
，

こ
の

地
に
今
月
１３
日
、

遺
族
ら
約

的
人
が
案
い
、

祭
壇
に
花
を

一〓
円
け
た
。

大
田
摯
さ
ん
（帆
）も
児
姉

と
と
も
に
参
列
し
た
。

い
年

前
の
こ
の
日
、

米
年
の
猛
攻

撃
で
取
色
濃
Ｌ
と
な
る
中
、

こ
の
場
所
で
出
来
し
た
父
を

ネ
料
計
嚇
報
解
等
ぃ

海
軍
少

一将
ド

沖
縄
戦
で
約
ヽ
千
人
を

指
拝
し
た
。

自
決
前
、

海
官

次
官
に
電
報
で
県
民
の
は
身

的
な
協
力
を
伝
え
、

〈沖
縄

Ｌ
民
新
ク
戦
（
り
　
県
民
ニ

”
一
キ
巾
中
『
一
『
市
莉
中

豊
さ
ん
が
選
ん
た
の
は
、

父
と
真
な
る
海
上
自
衛
官
の

道
だ
っ
た
。　

一誰
か
が
努
力

し
な
い
と
、

平
和
は
守
れ
な

い
」
と
の
信
念
か
ら
だ
。

沖
経
域
の
資
町
を
読
み
、

圧
倒
的
な
兵
力
章
を
知
り
な

が
ら
戦
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
状
況
を
知
っ
た
，

日
本
軍

が
乳
幼
児
を
合
む
住
民
を
殺

し
た
事
実
に
も
、

戦
争
の
厳

し
さ
を
実
感
し
た
」

一強
争
は
悲
惨
↓
子
や
孫

が
悲
劇
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

こ
と
を
廠
う
だ
け
だ
」
．

海

軍
壕
公
園
を
駆
け
回
る
２
歳

の
孫
を
見
て
、

改
め
て
思
っ

た
ｔ東

京
の
小
学
校
教
諭
、

牛

烏
卓
油
さ
ん
（碑
）は
弥
、

万

の
向
日
、

豊
児
城
市
の
長
嶺

小
学
校
に
招
か
れ
、

平
和
震

業
を
担
当
す
る
「

テ
ー
マ
は

「牛
島
満
と
沖
縄
戦
」
．

沖
経
守
備
軍
約
１０
万
人
を

幕
い
た
牛
烏
満

・
陸
軍
中
将

海軍壕公園資料鶴にある軍服姿の父
の写真を見上げる大国窒さんⅢ沖縄
に来たときは必ず立ち寄るという=

沖縄県豊見城 市で、金子淳撮影

は
制
父
に
あ
た
る
一
根
‐ｉ後
の

敵
戦
地
、

糸
満
市
摩
文
仁
で

６
月
潟
日
、

自
ユ
．

こ

日

、
日

が
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。

令
官
の
姿
。

調
べ
る
ほ
ど
、

工
つ
の
像
は
ず
れ
て
い

っ

た
。

一天
皇
へ
の
強
い
忠
誠
心

が
、

日
の
前
の
住
民
を
見
え

な
く
さ
せ
た
の
か
」
ぃ

教
育

が
そ
う
さ
せ
た
と
思
う
だ
け

に
、

国
を
愛
せ
よ
と
取
り
立

て
て
教
え
る
こ
と
に
は
強
い

危
慎
が
あ
る
。

牛
烏
さ
ん
は

思
う
、　

一愛
す
る
相
手
は
強

要
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

大
人
の
姿
を
見
て
子
ど
も
が

考
え
る
も
の
だ
」

沖
縄
に
は
、

な
か
な
か
足

が
向
か
な
か
っ
た
「

抑
万
人

を
超
す
死
者
を
出
し
た
沖
縄

戦
の
指
僚
官
の
係
と
い
う
立

場
が
、

心
を
重
く
し
た
。

四
年
杏
、

初
め
て
沖
縄
を

「
子
ど
も
好
き
の
い
い

人
だ
っ
た
」
。

祖
父
を
知
る

人
々
の
話
と
、

多
大
な
儀
性

を
強
い
る
命
令
を
出
し
た
司

て
い
た
。

〈最
後
ま
で
敢

闘
し
、

生
き
て
目
囚
の
辱
め

を
受
く
る
こ
と
な
く
　
悠
久

の
大
義
に
生
く
べ
し
）
．

こ

の
命
令
で
多
く
の
卓
長
が
命

を
落
と
し
た
、

と
い
う
解
説

若
者
に
体
験
継
承
、苦

悩

売
上
高
で
沖
縄

一
の
書
店

リ
ブ
ロ
・
リ
ウ
ボ
ウ
ブ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
店

（郊
細
市
）
．

出
取
か
ら
約
１
年
た
ぅ
た
今

も
平
積
み
さ
れ
、

毎
日
１
～

２
冊
は
売
れ
る
本
が
あ
る
。

漫
画
家
小
林
よ
し
の
り
氏

一定
）の

一沖
縄
論
」
ｔ

同
店

で
昨
年
、
２
吾
日
に
よ
く
売

れ
た
沖
縄
関
連
本
だ
．

ホ
抹
氏
は
日
本
の
先
の
戦

争
を
大
束
亜
戦
争
と
し
て
告

定
し
、

「公
の
回
復
」
を
動

く
保
守
派
の
論
客
。

「沖
縄

論
」
で
は
歴
史
、

文
化
か
ら

戦
後
の
米
軍
占
領
、

本
土
復

偏
ま
で
幅
広
く
論
じ
た
。

米

年
茎
地
の
同
定
化
を
定
認
す

る
政
治
家
を

一純
米
侵
竹
」

と
批
判
す
る

一
方
、

県
氏
に

は

一日
本
の
安
全
保
障
に
対

し
て
も
主
体
的
な
思
想
を
」

と
呼
び
か
け
た
ｃ

リ
ブ
ロ
の
は
長
は

「幅
広

い
年
齢
層
が
手
に
取
る
市

共

感
が
反
発
か
に
分
か
れ
て

も
、

何
を
言
っ
て
い
る
の
か

興
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
．

沖
縄
県
党
野
湾
市
で
昨
年

８
月
、

小
ホ
氏
の
講
済
会
が

あ
っ
た
。

ホ
ー
ル
を
埋
め
尽

く
し
た
約
１
３
０
０
人
の
聴

衆
を
前
に
、

「沖
縄
は

『平

和
は
大
切
だ
』
で
思
考
停
止

し
て
い
る
」
と
お
賄
し
た
．

一郷
土
を
発
展
さ
せ
る
に

は
郷
土
愛
、

円
を
発
展
さ
せ

真
く
す
る
に
は
堂
国
心
が
大

切
だ
」

（抑
代
夕
）
。

会
場

で
回
収
さ
れ
た
約
３
０
０
枚

の
感
想
文
の
多
く
が
、

「感

動
」
を
伝
え
て
い
た
。

講
演
会
場
に
は
普
天
門
朝

住
さ
ん
（れ
）も
い
た
〔

沖
縄

戦
で
の
ひ
め
ゆ
り
学
祉
隊
の

足
跡
を
た
ど
る

「
ひ
め
ゆ
０

平
和
祈
念
資
料
館
」

（糸
満

市
）
の
学
去
員
。

基
地
服
去

の
十
張
や
本
七
批
判
も
交
え

た
話
に

「沖
縄
人
の
共
感
の

ツ
ボ
を
押
さ
え
て
い
る
」
と

感
じ
た
　
だ
が
、

お
考
の
手

さ
に
危
機
感
も
覚
え
た
．

入
館
者
が
書
き
残
す
感
想

文
に
、

展
示
方
針
を

「反
口

的
一
と
批
判
す
る
内
容
が
日

立
っ
て
き
た
。

「少
女
た
ち

は
　
　
兵
土
た
ち
と
と
も
に

死
い
こ
と
を
原

っ
て
い
た
め

で
す
≡
斉
歳
会
社
員
）

「軍

部
が
悪
の
よ
う
な
説
明
書
き

は
よ
く
な
い
。

こ
こ
は
，
翼

人
間
の
■
産
工
場
で
は
な

い
六
辺
歳
学
生
）。

「校
前
の
教
育
の
怖
さ
を

伝
え
る
の
か
館
の
理
念
ビ

て

も
　
証

吉
者
が
年

々
滝
る

中
、

ど
う
す
れ
ば
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
を
持
っ
た
体
験
の
継
承

が
可
能
を
の
か
」
〔

普
丈

間
さ
ん
は
悩
み
続
け
て
い

る
。


